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三重県新エネルギーに関するアンケート調査結果 
 

 

1. アンケート概要 
平成 22 年 10 月末から 11 月下旬にかけて、県民、事業者、新エネサポーター、市町を対象に

新エネルギーに関するアンケート調査を実施した。 

アンケートの回収率は、事業者で 21.8%とやや低かったが、新エネサポーターは 53.7%と高く、

新エネルギーに対する意識の高さが伺われた。 

 

調査対象 集計期間 配布数 回収数 回収率 

県民 H22.10.29～11.12 1,500 通 470 通 31.3%

事業者 H22.11.1～11.15 500 通 109 通 21.8%

新エネサポーター H22.11.2～11.15 845 通 454 通 53.7%

市町 H22.11.8～11.17 29 通 29 通 100.0%

資料１ 
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2. 県民アンケート集計結果 
問1-1  現在、我が国のエネルギーの大部分は、石油、天然ガス、石炭などの化石燃料によっ

て賄われています。①～④について、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

化石燃料の使用が地球温暖化の原因となることや新エネルギーが地球環境問題の対策の

ひとつであることについては県民の 50%以上が認識している。 

一方、我が国のエネルギー自給率や化石燃料の残存量については、「知らない」回答者が

20～30%と多い傾向がある。国内のエネルギー自給率の低さや化石燃料残存量に限りがあ

るという認識を拡大することが新エネルギー導入促進につながると考えられる。 

 

アンケート結果

④新エネルギー（太陽光発電
や風力発電など）は、出力の
不安定性や高コストなどの課
題があるものの、エネルギー
問題や地球温暖化への対策
のひとつとして注目されている
エネルギーです。このことをご
存知でしたか。

凡例

設　　問

①我が国では、化石燃料のほ
とんどを輸入に頼っており、エ
ネルギー自給率はわずか4%
（原子力を含むと18%、2007
年）です。このことをご存知でし
たか。

②化石燃料には限りがあり、
現在の技術的、経済的条件で
計算すると、石油は約42 年、
天然ガスは約60 年、石炭は約
122 年の埋蔵量と言われてい
ます（掘削技術の向上などで
年数は変動します）。このこと
をご存知でしたか。

③化石燃料の使用は、大気中
の二酸化炭素を増加させ、地
球温暖化の主な原因になると
言われています。このことをご
存知でしたか。
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問1-2 新エネルギーとしては、次のようなものがあります。あなたが見たり、聞いたりしたこ

とがあるものは、どれですか。①～⑬の全てについて、あてはまるもの１つに○をつけて

ください。 

 

新エネルギーの種類別では、太陽光発電、太陽熱利用、風力発電、クリーンエネルギー自

動車が県民の 50～70%以上に認識されている。 

その他の新エネルギーについて、「知らない」と回答した県民は 25～72%であり、情報が

不足していると考えられる。 

 

アンケート結果

⑦バイオマス燃料製造

⑧地熱発電

⑬クリーンエネルギー自動車

凡例

⑨温度差熱利用

⑩天然ガスコージェネレーショ
ン

⑪燃料電池

⑫ヒートポンプ

③風力発電

④中小規模水力発電

⑤バイオマス発電

⑥バイオマス熱利用

設　　問

①太陽光発電

②太陽熱利用

70%

58%

71%

18%

9%

6%

7%

16%

3%

7%

25%

20%

50%

30%

36%

28%

40%

44%

41%

38%

50%

25%

27%

50%

44%

43%

1%

6%

0%

41%

47%

53%

54%

34%

72%

65%

25%

36%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１．よく知っている ２．聞いたことがある ３．知らない
 

 



県民アンケート 

           県民アンケート －      4

問1-3 新エネルギーに関する様々な情報は、どこから得ていますか。次の中からあてはまるも

の全てに○をつけてください。 

 

多くの県民が「新聞・テレビなどのマスコミ」から新エネルギーに関する情報を得ており、

「県・市町のホームページ」を情報源としている県民は少ない。 

 

アンケート結果

２．県・市町の広報紙・パンフ
レット

３．県・市町のホームページ

４．書籍・雑誌

項目

１．新聞・テレビなどのマスコミ

５．学校・職場

６．家電店の店頭、メーカーパ
ンフレット

７．エネルギー事業者（電力会
社、ガス会社など）による案内

８．自治会など

９．家族・知人

１０．その他
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問1-4 あなたは新エネルギーに対して、どの程度期待していますか。次の中からあてはまるも

の１つに○をつけてください。 

 

新エネルギーに対して「非常に期待している」あるいは「期待している」とした回答者を

合わせると 80％以上を占めており、県民の新エネルギーに対する期待度は高い。 
 

１．非常に期待している

22%

２．期待している

64%

３．あまり期待していな

い

13%

５．その他

1%

４．全く期待していない

0%

 

 

① 「１．非常に期待している」、「２．期待している」と回答した方にお聞きします。期待

する理由について、あてはまるもの全てに○をつけてください。 

 

県民が新エネルギーに期待する理由は、「地球温暖化防止につながるから」、「化石燃料の

代替エネルギーとなる」が多く、新エネルギーが地球環境改善につながるものとして期待

されている。 
 

アンケート結果

３．光熱費の節約になるから

４．新しいエネルギー産業の振
興や雇用創出につながるから

５．エネルギー教育や環境教育
としての活用が期待できるから

６．特色のあるまちづくりや観
光資源としての活用が期待で
きるから

項目

１．化石燃料の代替エネルギー
となるから

２．地球温暖化防止につながる
から

７．その他
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② 「３．あまり期待していない」、「４．全く期待していない」と回答した方にお聞きしま

す。期待しない理由について、あてはまるもの全てに○をつけてください。 

 

新エネルギーに期待しない理由として、「新エネルギー導入に費用がかかりすぎるから」

とした回答した県民が最も多く、コスト問題の解消が必要と考えられる。 
 

アンケート結果
項目

１．現在のエネルギーで足りて
いるから

２．地球温暖化の防止には役
立たないから

８．その他

７．新エネルギーのことがよく
分からないから

３．光熱費の節約にならないか
ら

４．新エネルギー導入に費用が
かかりすぎるから

５．自然環境などへの影響が
心配されるから

６．導入に当たって、技術的な
課題が大きいから
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問2-1 あなたのご家庭では、どのような新エネルギーを導入していますか。また、今後の導入

予定についてお聞かせください。 

次の 1.～7.の全てについて、それぞれあてはまるもの 1 つに○をつけ、導入している場

合は数量と導入時期、補助金の有無も併せてご記入ください。 

 

家庭に導入されている割合が最も高いのは、高効率給湯器（ヒートポンプ式）であり、

次いで太陽熱利用、クリーンエネルギー自動車であった。 

太陽光発電、高効率給湯器（ヒートポンプ式）、クリーンエネルギー自動車については、

「導入を検討している」と「導入したいが課題点あり」を合わせた、将来導入見込みのあ

る回答者は最大 40～50%程度となっている。 
 

アンケート結果

・ヒートポンプ式
給湯器

・潜熱回収型給
湯器

４．ガスコージェネレーションシ
ステム

５．燃料電池コージェネレー
ションシステム

６．ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車

３．高効率
給湯器

設　　問

１．太陽光発電

２．太陽熱利用

７．その他

凡例
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問2-2 問２－１で「導入している」、「導入を検討している」と回答した項目についてお聞きし

ます。新エネルギー導入を検討する際に重視したこと（重視すること）は何ですか。次の

中からあてはまるもの全てに○をつけてください。 

 

新エネルギー導入を検討する際に、「価格」、「採算性」、「補助金」を重視する県民が多く、

導入にあたりコストを重視していると考えられる。 
 

アンケート結果

７．地球温暖化防止への貢献

８．アフターサービス

９．デザイン性

３．余剰電力の買取価格

４．発電効率や熱効率などの
性能

５．補助金

６．税制優遇

項目

１．価格

２．採算性

１０．その他
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問2-3 問２－１で「導入したいが課題点あり」、「導入する予定はない」と回答した項目につい

てお聞きします。導入にあたっての課題点は何ですか。次の中からあてはまるもの全てに

○をつけてください。 

 

新エネルギー導入にあたっての課題として、「価格が高い」、「導入できる環境にない（特

に家屋が古い）」、「維持管理費用の不安」、「買い替え時期でない」が多くあげられ、ここか

らもコスト面に課題があることがわかる。 
 

アンケート結果

①集合住宅である

②家屋が古い

③屋根の向きなど
日照条件が悪い

④設置スペースが
ない

⑤その他

項目

１．価格が高い

１４．維持管理費用の不安

９．関心がない

１０．余剰電力の買取価格が
安い

１１．発電効率や熱効率などの
性能が低い

１２．導入できる環境にない

１３．雨漏りなどの施工時の不
安

８．買い替え時期でない

２．採算がとれない

１５．その他

７．現在使用している機器に満
足している

３．補助金や税制優遇がない、
または少ない

４．導入方法をはじめ、新エネル
ギー機器に関する情報が不足し
ている

５．地球温暖化防止への効果
が疑問

６．デザイン性が低い
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問2-4 問２－１で「導入している」と回答した方にお聞きします。新エネルギーを導入して満

足していますか。導入した新エネルギーの全てについて、あてはまるもの１つに○をつけ

てください。 

 

新エネルギーを導入している県民は、高効率給湯器（潜熱回収型）を除くと 80%以上が「満

足」あるいは「やや満足」と回答しており、導入後の満足度は高い。 
 

アンケート結果

・ヒートポンプ式
給湯器

・潜熱回収型給
湯器

設　　問

１．太陽光発電

２．太陽熱利用

３．高効率
給湯器

４．ガスコージェネレーションシ
ステム

５．燃料電池コージェネレー
ションシステム

６．ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車

７．その他

凡例
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問2-5 新エネルギーの導入を進めるために、光熱費へ上乗せして費用を負担していただくとす

ると、月あたりどの程度までなら負担が増えても構わないと思いますか。次の中からあて

はまるもの１つに○をつけてください。 

 

負担が増えても構わないと回答した県民は 67%であるが、受容できる負担額にはバラツキ

がある。 
 

１．負担したくない

33%

２．月あたり５０円（年間

６００円）までなら

11%３．月あたり１００円（年

間１，２００円）までなら

17%

４．月あたり２００円（年
間２，４００円）までなら

8%

５．月あたり３００円（年
間３，６００円）までなら

5%

６．月あたり５００円（年

間６，０００円）までなら
17%

７．月あたり１，０００円
（年間１２，０００円）まで

なら

9%

８．その他
0%
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問3 今後、さらに新エネルギーの導入を進めるために、県に対して期待する取組は、何ですか。

次の中から、重要と思うもの全てに○をつけてください。 

 

県に対して期待する取組は、「家庭向け新エネルギー導入の補助」をあげた県民が最も多

く、次に「広報紙、パンフレット、ホームページなどによる普及啓発」、「電気自動車用の

充電スタンドなど、社会基盤の整備」、「公共施設への新エネルギーの率先導入」、「環境教

育・学習の充実」と、新エネルギー導入に至る課題であるコスト面の解決や新エネルギー

に関する情報発信や先行的導入による普及啓発が求められている。 
 

アンケート結果

１３．その他

１１．新エネルギーに関する民
間企業・大学などとの共同研
究、技術開発への支援

１２．新エネルギー産業の振興
への支援

項目

１．広報紙、パンフレット、ホー
ムページなどによる普及啓発
の充実

５．家庭向け新エネルギー導入
の補助

６．事業者向け新エネルギー導
入の補助

７．電気自動車用の充電スタン
ドなど、社会基盤の整備

８．県民参加（出資）による新エ
ネルギー導入の仕組みづくり

９．相談窓口の整備や専門家
養成などの人材育成、組織づく
り

２．新エネルギーに関する説明
会などの実施

３．環境教育・学習の充実（特
に次世代を担う子どもに対し
て）

４．公共施設への新エネルギー
の率先導入

１０．新エネルギー導入促進の
ために活動している団体・法人
への評価（表彰）制度
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問4-1 あなたのご家庭の電気代（月平均）は、およそいくらですか。次の中からあてはまるも

の１つに○をつけてください。 

 

「5,000 円以上～7,000 円未満/月」から「11,000 以上～13,000 円未満/月」とした回答者

がそれぞれ 16％前後で、合わせて 64％を占めている。 
 

１．5,000 円未満/月

5% ２．5,000 円以上～7,000

円未満/月

15%

３．7,000 円以上～9,000

円未満/月

17%

４．9,000 円以上～

11,000 円未満/月

16%

５．11,000 円以上～

13,000 円未満/月

16%

６．13,000 円以上～

15,000 円未満/月

10%

７．15,000 円以上～

17,000 円未満/月

6%

８．17,000 円以上～

19,000 円未満/月

3%

９．19,000 円以上～

21,000 円未満/月

4%

１０．21,000 円以上/月

～

8%

 

 

 



県民アンケート 

           県民アンケート －      14

問4-2 あなたのご家庭で使用しているガスの種類は何ですか。次の中からあてはまるもの１つ

に○をつけてください。 

あなたのご家庭のガス代（月平均）は、およそいくらですか。次の中からあてはまるも

の１つに○をつけてください。 
 
都市ガスに比べプロパンガスを使用されている家庭が多い。 
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「3,000 円以上～5,000 円未満/月」から「7,000 円以上～9,000 円未満/月」とした回答者

が、合わせて 68%を占めている。 

２．3,000 円以上
～5,000 円未満/

月
27%

３．5,000 円以上
～7,000 円未満/

月
24%

４．7,000 円以上
～9,000 円未満/

月
17%

１０．19,000 円以
上/月～

1%

５．9,000 円以上
～11,000 円未満/

月
11%

６．11,000 円以上
～13,000 円未満/

月
4%

７．13,000 円以上
～15,000 円未満/

月
2%

９．17,000 円以上
～19,000 円未満/

月
1%

１．3,000 円未満/
月
11%

８．15,000 円以上
～17,000 円未満/

月
2%
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問4-3 あなたのご家庭の灯油代（月平均）は、およそいくらですか。次の中からあてはまるも

の１つに○をつけてください。 

【給湯用】 

半数以上の家庭で給湯用に灯油を使用していないが、給湯用に灯油を使用している県民の

うち、「3,000 円未満/月」あるいは「3,000 円以上～5,000 円未満/月」と回答した県民が回

答者のおおよそ半数を占める。 

４．7,000 円以上～
9,000 円未満/月

2%

５．9,000 円以上～
11,000 円未満/月

5%

６．11,000 円以上
～13,000 円未満/

月
2%７．13,000 円以上

～15,000 円未満/
月
1%

８．15,000 円以上
～17,000 円未満/

月
1%

９．17,000 円以上
～19,000 円未満/

月
0%

１０．19,000 円以
上/月

0%

１１．使用していな
い

53%

１．3,000 円未満/
月
15%

２．3,000 円以上～
5,000 円未満/月

9%

３．5,000 円以上～
7,000 円未満/月

5%

 

【暖房用】 

暖房用に灯油を使用している家庭のうち、「3,000 円未満/月」と「3,000 円以上～5,000 円

未満/月」使用している回答者が多く、回答者のおおよそ 60%を占める。 

１．3,000 円未満/
月
23%

１１．使用していな
い

25%

３．5,000 円以上～
7,000 円未満/月

10%

２．3,000 円以上～
5,000 円未満/月

21%

７．13,000 円以上
～15,000 円未満/

月
1%

６．11,000 円以上
～13,000 円未満/

月
1%

８．15,000 円以上
～17,000 円未満/

月
1%

５．9,000 円以上～
11,000 円未満/月

9%

４．7,000 円以上～
9,000 円未満/月

5%
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各家庭でのエネルギー消費量を熱量換算すると、年間 80,000～100,000MJ の世帯が最

も多かった。また、エネルギー種別の割合を見ると、電気が約 64%、次いで暖房用の灯油

が約 17%を占める結果となった。 

11

19

72

96

104

58

32
40

14 13

4 5 3

0

20

40

60

80

100

120

0～

20,000

40,000～

60,000

80,000～

100,000

120,000～

140,000

160,000～

180,000

200,000～

220,000

240,000～

260,000

MJ/年

世帯数

 

（MJ/年）

灯油暖房

15,896

17%

LPG

7,821

8%

灯油給湯

8,006

8%

都市ガス

3,302

3%

電気

59,324

64%

 

53,766

82,561

94,553

97,318

126,042

125,543

137,908

171,690

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000 140,000 160,000 180,000 200,000

1人

2人

3人

4人

5人

6人

7人

8人

MJ/年
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問4-4 あなたのご家庭で使用している自動車について、次の中からあてはまるもの全てに○を

つけ、台数をご記入ください。（業務用は除き、家庭で日常的に使われる自家用車に限りま

す。） 

 

ほとんどの家庭で自動車を所有しており、「ガソリン車」が 88％を占めている。 
 

４．電気自動車
0%

５．天然ガス自動
車
0%

３．ディーゼル車
3%

１．ガソリン車
88%

２．ハイブリッド車
5%

６．所有していない
4%
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問5-1 あなた自身や世帯についてお聞きします。①～⑥について、あてはまるもの１つに○を

つけてください。 

① 性別 

１．男性
45%

２．女性
55%

 
 

② 年齢 

１．20 代
10%

２．30 代
15%

３．40 代
16%

４．50 代
22%

５．60 代
24%

６．70 代
10%

７．80 代以上
3%

 
 

③ 世帯の人数（あなたを含めた世帯全員の人数） 

「2 人」は 28％、「3 人」、「4 人」の世帯はそれぞれ約 20％以上であり、2 人以上 4 人以

下の世帯が 70%を占めている。 

１．1 人
8%

２．2 人
28%

３．3 人
22%

４．4 人
20%

８．8 人以上
1%７．7 人

2%

５．5 人
10%

６．6 人
9%
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④ お住まいの住宅の種類 

「持家一戸建て」に居住している回答者が最も多く、全体の 86％を占めている。 

このうち、約 60%が築年数 20 年以上となっている。 

 
１．持家一戸建て

86%

２．借家一戸建て
2%

３．持家集合住宅
2%

４．借家集合住宅
8%

５．社宅・寮
1% ６．その他

1%

 

⑤ 職業 

２．自営業
9%

３．家事専業者
12%

４．無職
24%

５．学生
1%

６．その他
8%

１．給与所得者
46%

 

⑥ お住まいの市町 
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．
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．
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単位：人

 

区分 回答数
10年未満 41
10年以上20年未満 105
20年以上30年未満 81
30年以上40年未満 81
40年以上50年未満 36
50年以上60年未満 10
60年以上70年未満 7
70年以上 9

370計
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3. 事業者アンケート集計結果 
問1-1 新エネルギーとしては、次のようなものがあります。貴事業所でご存知の新エネルギー

は、どれですか。①～⑬の全てについて、あてはまるものに１つ○をつけてください。 

 

新エネルギーの種類別では、太陽光発電、風力発電については約 70％、太陽熱利用、ク

リーンエネルギー自動車、燃料電池については、34%以上の事業者に認識されている。 

その他の新エネルギーについて、「知らない」と回答した事業者は 21～72%であり、情報

が不足していると考えられる。 

アンケート結果
設　　問

①太陽光発電

②太陽熱利用

⑫ヒートポンプ

③風力発電

④中小規模水力発電

⑤バイオマス発電

⑥バイオマス熱利用

⑦バイオマス燃料製造

⑧地熱発電

⑬クリーンエネルギー自動車

凡例

⑨温度差熱利用

⑩天然ガスコージェネレーショ
ン

⑪燃料電池

71%

53%

69%

16%

14%

10%

14%

24%

9%

15%

34%

27%

44%

29%

37%

31%

40%

51%

43%

38%

55%

19%

22%

48%

43%

47%

0%

10%

0%

43%

35%

48%

48%

21%

72%

63%

17%

29%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１．よく知っている ２．聞いたことがある ３．知らない
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問1-2 新エネルギーに関する情報は、どこから得ていますか。次の中からあてはまるもの全て

に○をつけてください。 

 

新エネルギーに関する情報の入手先としては、「新聞・テレビなどのマスコミ」からの入

手（視聴）が多く、県・市町の普及啓発（広報紙・パンフレット、県・市町のホームペー

ジ）を情報源としている事業者は少ない。 

アンケート結果

２．県・市町の広報紙・パンフ
レット

３．県・市町のホームページ

４．書籍・雑誌

項目

１．新聞・テレビなどのマスコミ

５．メーカーパンフレット等

６．エネルギー事業者（電力会
社、ガス会社など）による案内

７．その他

100

20

2

48

28

44

4

0 50 100 150
単位：事業所

 

 

問1-3 貴事業所は新エネルギーに対して、どの程度期待していますか。次の中からあてはまる

もの１つに○をつけてください。 

 

新エネルギーに対しては、62％の事業者が期待しているという状況であり過半数の期待を

得てはいるものの、県民アンケート（同 80%以上）と比べると低い。 

 

１．非常に期待している

12%

２．期待している

50%

３．あまり期待していな

い

32%

５．その他

1%

４．全く期待していない

5%
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① 「１．非常に期待している」、「２．期待している」と回答した方にお聞きします。期待

する理由について、あてはまるもの全てに○をつけてください。 
 
新エネルギーに期待する理由としては、資源エネルギーや地球温暖化問題への対策として

の期待と経済面への効果の期待が多くなっている。 

アンケート結果

７．特色のあるまちづくりや観
光資源としての活用が期待で
きるから

６．エネルギー教育や環境教育
としての活用が期待できるから

項目

１．化石燃料の代替エネルギー
となるから

２．地球温暖化防止につながる
から

３．光熱費の節約になるから

４．ＣＳＲ（企業の社会的責任）
やイメージアップにつながるか
ら

５．新しいエネルギー産業の振
興や雇用創出につながるから

８．その他

44

51

42

13

20

15

10

1

0 25 50 75 100
単位：事業所

 

 

② 「３．あまり期待していない」、「４．全く期待していない」と回答した方にお聞きしま

す。期待しない理由について、あてはまるもの全てに○をつけてください。 
 
新エネルギーに期待しない理由としては、コスト問題である「費用負担」が最も多く、コ

スト問題の解消が必要と考えられる。 

アンケート結果
項目

１．現在のエネルギーで足りて
いるから

２．地球温暖化の防止には役
立たないから

８．その他

７．新エネルギーのことがよく
分からないから

３．光熱費の節約にならないか
ら

４．新エネルギー導入に費用が
かかりすぎるから

５．自然環境などへの影響が
心配されるから

６．導入に当たって、技術的な
課題が大きいから

10

6

10

23

4

13

12

3

0 25 50 75 100
単位：事業所
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問2-1 貴事業所では、どのようなエネルギーを導入していますか。また、今後の導入予定につ

いてお聞かせください。次の 1.～14.の全てについて、それぞれあてはまるもの 1 つに○を

つけ、導入している場合は数量と導入時期、補助金の有無も併せてご記入ください。 

 

既に導入されている新エネルギーは少ないが、「導入したい」との意向は、太陽光発電、

クリーンエネルギー自動車及び太陽熱利用で相対的に多くなっている。 

 

アンケート結果

・ヒートポンプ式
給湯器

・潜熱回収型給
湯器

凡例

設　　問

１．太陽光発電

２．太陽熱利用

14．その他

３．風力発電

４．中小規模水力発電

５．バイオマス発電

６．バイオマス熱利用

７．バイオマス燃料製造

８．地熱発電

９．温度差熱利用

11．ガスコージェネレーションシ
ステム

12．燃料電池コージェネレー
ションシステム

13．ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車

10．高効
率給湯器

1%

2%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

3%

0%

0%

1%

4%

0%

1%

3%

1%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

1%

3%

1%

1%

16%

0%

30%

16%

6%

3%

3%

3%

2%

2%

6%

8%

4%

6%

5%

22%

2%

68%

79%

93%

97%

97%

97%

98%

98%

94%

87%

92%

93%

93%

58%

98%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

導入している 導入を検討している

導入したいが課題点あり 導入する予定はない
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問2-2 問２－１で「導入している」、「導入を検討している」と回答した項目についてお聞きし

ます。新エネルギー導入を検討する際に重視したこと（重視すること）は何ですか。次の

中からあてはまるもの全てに○をつけてください。 

 

重視する項目として「採算性」「価格」「補助金」があげられており、新エネルギーを導入

する際には、導入費用だけでなく採算性を含めたコスト面を重視していると考えられる。 

アンケート結果

７．地球温暖化防止への貢献

８．アフターサービス

９．デザイン性

３．余剰電力の買取価格

４．発電効率や熱効率などの
性能

５．補助金

６．税制優遇

項目

１．価格

２．採算性

１０．その他

12

14

1

3

11

7

6

4

1

0

0 25 50 75 100
単位：事業所
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問2-3 問２－１で「導入したいが課題点あり」、「導入する予定はない」と回答した項目につい

てお聞きします。導入にあたっての課題点は何ですか。次の中からあてはまるもの全てに

○をつけてください。 

 

新エネルギー導入上の課題には、「価格が高い」「採算性」「維持管理費用」といったコス

ト面の課題と、「導入できる環境にない」という物理的な課題の他、「情報が不足している」

という回答が多い。 
アンケート結果

①テナントビルであ
る

②社屋が古い

③屋根の向きなど
日照条件が悪い

④設置スペースが
ない

⑤その他

７．現在使用している機器に満
足している

３．補助金や税制優遇がない、
または少ない

４．導入方法をはじめ、新エネル
ギー機器に関する情報が不足し
ている

５．地球温暖化防止への効果
が疑問

６．デザイン性が低い

９．関心がない

１０．発電した電気の買取価格
が安い

１１．発電効率や熱効率などの
性能が低い

１２．導入できる環境にない

１３．雨漏りなどの施工時の不
安

８．買い替え時期でない

１４．維持管理費用の不安

２．採算がとれない

１５．その他

項目

１．価格が高い 59

24

19

32

11

1

24

28

8

7

10

38

12

17

3

9

2

12

38

10

0 25 50 75 100
単位：事業所
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問2-4 問２－１で「導入している」と回答した方にお聞きします。新エネルギーを導入して満

足していますか。導入した新エネルギーの全てについて、あてはまるもの１つに○をつけ

てください。 

 

新エネルギーを導入した事業所は、回答数が少ないものの、概ね満足している結果となっ

ている。 

アンケート結果

・ヒートポンプ式
給湯器

・潜熱回収型給
湯器

凡例

11．ガスコージェネレーションシ
ステム

12．燃料電池コージェネレー
ションシステム

13．ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車

14．その他

10．高効
率給湯器

設　　問

３．風力発電

１．太陽光発電

２．太陽熱利用

８．地熱発電

９．温度差熱利用

４．中小規模水力発電

５．バイオマス発電

６．バイオマス熱利用

７．バイオマス燃料製造

0%

100%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

33%

0%

0%

0%

67%

0%

100%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

33%

0%

0%

100%

33%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

33%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 やや満足 やや不満足 不満足
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問2-5 新エネルギーの導入を進めるために、光熱費へ上乗せして費用を負担していただくとす

ると、どの程度までなら負担が増えても構わないと思いますか。次の中からあてはまるも

の１つに○をつけてください。 

 

新エネルギー導入のための負担増の受容については、「負担したくない」とする回答と、

負担増を受容する回答がほぼ同数（48%）であった。また、受容できる負担額にはばらつ

きがある。 

２．月あたり光熱費の

0.5％程度までなら

11%

３．月あたり光熱費の

１％程度までなら

9%

４．月あたり光熱費の

２％程度までなら

5%

５．月あたり光熱費の

３％程度までなら
4%

６．月あたり光熱費の

５％程度までなら
10%

７．月あたり光熱費の

10％程度までなら

9%

８．その他

4%

１．負担したくない

48%
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問3-1 今後、さらに新エネルギーの導入を進めるために、県に対して期待する取組は何ですか。

次の中から、重要と思うもの全てに○をつけてください。 

 

県に対して期待する取組は「新エネルギー導入の補助」などのコスト面への支援が最も多

いが、「公共施設への新エネルギーの率先導入」や「環境教育・学習の充実」などの普及啓

発や「電気自動車用充電スタンドなど」新エネルギー導入のための基盤整備への期待も高

い。 

アンケート結果

１３．その他

１１．新エネルギーに関する民
間企業・大学などとの共同研
究、技術開発への支援

１２．新エネルギー産業の振興
への支援

項目

１．広報紙、パンフレット、ホー
ムページなどによる普及啓発
の充実

５．家庭向け新エネルギー導入
の補助

６．事業者向け新エネルギー導
入の補助

７．電気自動車用の充電スタン
ドなど、社会基盤の整備

８．県民参加（出資）による新エ
ネルギー導入の仕組みづくり

９．相談窓口の整備や専門家
養成などの人材育成、組織づく
り

２．新エネルギーに関する説明
会などの実施

３．環境教育・学習の充実（特
に次世代を担う子どもに対し
て）

４．公共施設への新エネルギー
の率先導入

１０．新エネルギー導入促進の
ために活動している団体・法人
への評価（表彰）制度

35

21

33

54

59

56

49

6

8

6

19

16

3

0 25 50 75 100
単位：事業所
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問3-2 県では、事業者向けに国の補助制度の対象とならない小規模な新エネルギー設備導入へ

の補助を行っています。このことをご存じですか。次の中からあてはまるもの１つに○を

つけてください。 

 

県の新エネルギー導入補助事業を「利用した」「利用していないが知っている」事業者は、

14％であった。「知らない」とする事業者は 86%あり、更なる広報・周知が必要と考える。 

２．利用していないが

知っている

13%

３．知らない

86%

１．利用した

1%

 

 

問3-3 県の事業者向け補助制度について、どのような制度が好ましいと考えられますか。次の

中からあてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

事業者向け補助制度の必要性は 86％の事業者が認めるところである。また、補助の内容

については、ばらつきのある回答となっている。 

２．補助額が小さくても、

補助件数が多い方がよ

い

34%

３．新たな技術や仕組み

など先進的な取組に集

中して補助するのがよ

い

19%

４．補助金はなくし、市

場原理にまかせた方が

よい

14%

１．補助件数が少なくて

も、補助額が大きいほう

がよい

33%
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問4-1 貴事業所（このアンケートが送付された所）は次のどちらにあてはまりますか。次の中

からあてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

「店舗」が 39％を占め、次いで「事務所」が 33％となった。「工場」は 12％である。 

１．事務所

33%

２．工場

12%

３．店舗

39%

４．その他

16%

 
 

 

問4-2 建物の種類は次のどれにあてはまりますか。次の中からあてはまるもの１つに○をつけ

てください。 

 

「自社建物」とした事業所は 73％を占め、「テナントビル」13％である。 

１．自社建物

73%

２．テナントビル

13%

３． その他

14%
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問4-3 貴事業所は、次のどの業種にあてはまりますか。次の中からあてはまるもの１つに○を

つけてください 

【業種】 

「小売業」、「サービス業」が約 20％と比較的多くなっている。 

１．農業

1%

２．林業
0%

３．水産

1%

４．鉱業

0%

５．建設業
12%

６．製造業

10%

７．電気・ガス・熱供給・
水道業

6%

８．運輸・通信業

3%

９．卸売業
5%

11．飲食店

5%

12．金融・保険業
3%

13．不動産業

3%

14．サービス業
20%

15．その他
13%

10．小売業
18%

 
 

【製造業における詳細区分・施設区分】 

「機械器具製造」が 45％と最も多く、次いで「食料品・飲料」、「鉄鋼・非鉄金属・金属」

が 22％と多くなっている。 

８．機械器具製造

45%

９．その他

0%

１．食料品・飲料

22%

７．鉄鋼・非鉄金属・金

属

22%

５．石油･ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ･ｺﾞﾑ・

なめし

0%

３．紙パルプ・出版印刷

0%

２．繊維･衣服･木材･家

具

0%

４．化学工業

0%

６．窯業土石

11%
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問4-4 建物の規模（床面積）は次のどれにあてはまりますか。次の中からあてはまるもの１つ

に○をつけてください 

 
200ｍ2 未満～500ｍ2 未満の規模の事業所で 8 割を占めており、小規模事業所が多い状況

である。 

４． 1,000 ㎡以上 ～

2,000 ㎡未満

1%

５． 2,000 ㎡以上 ～

3,000 ㎡未満

2%

６． 3,000 ㎡以上

4%

３． 500 ㎡以上 ～

1,000 ㎡未満

11%

２． 200 ㎡以上 ～ 500

㎡未満

32%

１． 200 ㎡未満

50%

 
 

問4-5 貴事業所の従業者数は何人ですか。次の中からあてはまるもの１つに○をつけてくださ

い 

 
従業者の数が「1～4 人」の事業所が約 50％を占めている。「5～10 人」、「10～29 人」の

事業所は 20％程度であり、ほとんどが１～29 人の小規模事業所で占められている。 

２．5～10 人

20%

３．10～29 人

23%

４．30～99 人

6%

５．100～199 人

0%

６．200～299 人

0%

７．300～999 人

0%

８． 1000 人以上

0%

１．1～4 人

51%
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問4-6 貴事業所の平成 21 年度におけるおおよそのエネルギー使用量（あるいは金額）を差し支

えない範囲でご記入ください。 

 

エネルギー種別の使用量は、電気の使用量が 65％と最も多く、次いで、重油が 25％、軽

油が 7％となった。 

また、延床面積あたりのエネルギー消費源単位では、「0~100MJ/m2」の事業所が 41 事業

所と最も多い一方で、「8,000～16,000 MJ/m2」と高い原単位の事業所が 4 事業所あった。 

（MJ/年）

重油

37,817,656

25%

ガソリン

4,077

0%

軽油

9,928,180

7%

LPG

1,425

0%

灯油

3,856,482

3%

都市ガス

427,950

0%

電気

97,751,036

65%

 

 

41

8

11 11

14

7

4

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

0～100 １00～500 500～1,000 1,000～2,000 2,000～4,000 4,000～8,000 8,000～16,000

MJ/m
2
･年

事業所数
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問4-7 貴事業所は、「環境マネジメントシステム ISO14001」、環境省が進めている「環境活動

評価プログラム（エコアクション 21）」、三重県が進める「M-EMS（通称・ミームス）」※

のいずれかを取得していますか。次の中からあてはまるもの１つに○をつけてください 

 

「M-EMS（通称・ミームス）」に関し、今後 3%の事業所で「取得を考えている」との回

答があった。既取得分と併せると、将来の導入割合は１割程度となると期待される。 

４．取得する予定はない

92%

３．取得を考えている

3%

２．取得を申請中

0%

１．既に取得している
5%
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4. 新エネサポーターアンケート集計結果 
問1-1  現在、我が国のエネルギーの大部分は、石油、天然ガス、石炭などの化石燃料によっ

て賄われています。①～④について、あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

「化石燃料の使用が地球温暖化の原因となること」や「新エネルギーが地球環境問題の

対策のひとつであること」については、約 8 割が「よく知っている」と高い認知度となっ

ている。一方、「我が国のエネルギー自給率」や「化石燃料の残存量」については、「知ら

ない」が約 1 割、「聞いたことがある」が約半数を占め、相対的に認知度が低い結果となっ

た。 

「エネルギー自給率」や「化石燃料の残存量」といったエネルギー安全保障に関する啓

発、情報提供が必要である。 

アンケート結果
設　　問

①我が国では、化石燃料のほ
とんどを輸入に頼っており、エ
ネルギー自給率はわずか4%
（原子力を含むと18%、2007
年）です。このことをご存知でし
たか。

②化石燃料には限りがあり、現
在の技術的、経済的条件で計
算すると、石油は約42 年、天
然ガスは約60 年、石炭は約
122 年の埋蔵量と言われてい
ます（掘削技術の向上などで年
数は変動します）。このことをご
存知でしたか。

③化石燃料の使用は、大気中
の二酸化炭素を増加させ、地
球温暖化の主な原因になると
言われています。このことをご
存知でしたか。

④新エネルギー（太陽光発電
や風力発電など）は、出力の不
安定性や高コストなどの課題
があるものの、エネルギー問題
や地球温暖化への対策のひと
つとして注目されているエネル
ギーです。このことをご存知で
したか。

凡例

41%

31%

76%

83%

47%

54%

20%

14%

10%

13%

2%

0%

2%

2%

2%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１．よく知っている ２．聞いたことがある ３．知らない 無効
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問1-2 新エネルギーとしては、次のようなものがあります。あなたが見たり、聞いたりしたこ

とがあるものは、どれですか。①～⑬の全てについて、あてはまるもの１つに○をつけて

ください。 

 

新エネルギー種類別の認知度を見ると、「太陽光発電」「風力発電」が 90～100%が「よ

く知っている」と高い認知度となっている。一方、「中小規模水力発電」「バイオマス発電・

熱利用・燃料製造」「地熱発電」といった新エネルギーについては、「知らない」が 15~54%

との回答で、認知度は未だ低い結果となり、これらに関する情報が不足していると考えら

れる。 

アンケート結果
設　　問

①太陽光発電

②太陽熱利用

③風力発電

④中小規模水力発電

⑤バイオマス発電

⑥バイオマス熱利用

⑦バイオマス燃料製造

⑧地熱発電

⑬クリーンエネルギー自動車

凡例

⑨温度差熱利用

⑩天然ガスコージェネレーショ
ン

⑪燃料電池

⑫ヒートポンプ

97%

67%

89%

23%

17%

11%

15%

34%

10%

17%

39%

57%

67%

2%

26%

10%

46%

52%

50%

45%

50%

35%

35%

50%

33%

29%

0%

4%

0%

30%

30%

37%

37%

15%

54%

47%

9%

9%

3%

1%

2%

1%

1%

1%

2%

2%

1%

1%

2%

2%

2%

1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１．よく知っている ２．聞いたことがある ３．知らない 無効  
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問1-3 新エネルギーに関する様々な情報は、どこから得ていますか。次の中からあてはまるも

の全てに○をつけてください。 

 

新エネサポーターの新エネルギーに関する情報源を見ると、「新聞・テレビなどのマスコ

ミ」が 400 人以上と圧倒的に多く、次いで「エネルギー事業者（電力会社、ガス会社など）

による案内」「書籍・雑誌」等と続いている。主にマスメディアを情報源としており、「家

族・知人」「自治会」といったいわゆる口コミや、「県・市町の広報紙・パンフレット」、「県・

市町のホームページ」を情報源としている新エネサポーターは少ない。 

 

アンケート結果

２．県・市町の広報紙・パンフ
レット

３．県・市町のホームページ

４．書籍・雑誌

項目

１．新聞・テレビなどのマスコミ

５．学校・職場

６．家電店の店頭、メーカーパ
ンフレット

７．エネルギー事業者（電力会
社、ガス会社など）による案内

８．自治会など

９．家族・知人

１０．その他

441

113

35

162

77

158

205

5

37

23

0 100 200 300 400 500
単位：人
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問1-4 あなたは新エネルギーに対して、どの程度期待していますか。次の中からあてはまるも

の１つに○をつけてください。 

 

新エネサポーターの新エネルギーに関する期待度を見ると、「非常に期待している」と「期

待している」を合わせると 90％以上を占め、非常に高い割合で期待されている結果となっ

た。 

１．非常に期待

している

46%

２．期待してい

る

48%

３．あまり期待

していない

4%

５．その他

0%
無効

2%

４．全く期待し

ていない

0%

 

 

① 「１．非常に期待している」、「２．期待している」と回答した方にお聞きします。期待

する理由について、あてはまるもの全てに○をつけてください。 

 

新エネサポーターが新エネルギーに期待する理由は、「地球温暖化防止につながるから」

「化石燃料の代替エネルギーとなるから」が多く、新エネルギーが地球環境改善につなが

るものとして期待されている。 

 

アンケート結果

３．光熱費の節約になるから

４．新しいエネルギー産業の振
興や雇用創出につながるから

５．エネルギー教育や環境教育
としての活用が期待できるから

６．特色のあるまちづくりや観
光資源としての活用が期待で
きるから

項目

１．化石燃料の代替エネルギー
となるから

２．地球温暖化防止につながる
から

７．その他

307

373

287

120

69

29

8

0 100 200 300 400 500
単位：人

 



新エネサポーターアンケート 

     新エネサポーターアンケート － 5

 

② 「３．あまり期待していない」、「４．全く期待していない」と回答した方にお聞きしま

す。期待しない理由について、あてはまるもの全てに○をつけてください。 

 

新エネルギーに対して期待していない、という回答は約 4%と非常に低いものとなった。

期待していない理由としては、「費用がかかりすぎる」、「技術的な課題が大きい」とした回

答者が相対的に多くなった。 

アンケート結果

８．その他

７．新エネルギーのことがよく
分からないから

３．光熱費の節約にならないか
ら

４．新エネルギー導入に費用が
かかりすぎるから

５．自然環境などへの影響が
心配されるから

６．導入に当たって、技術的な
課題が大きいから

項目

１．現在のエネルギーで足りて
いるから

２．地球温暖化の防止には役
立たないから

2

4

3

8

3

9

2

5

0 2 4 6 8 10
単位：人
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問2-1 あなたのご家庭では、どのような新エネルギーを導入していますか。また、今後の導入

予定についてお聞かせください。 

 

新エネルギーの導入状況としては、太陽光発電が 99%とほぼ全数に近い導入率となって

いる。次いでヒートポンプ式給湯器の導入率が約 8 割と高く、太陽光発電と合わせてヒー

トポンプ式給湯器が導入されている現状となった。また、クリーンエネルギー自動車につ

いては、約 2 割が導入を検討している結果となっている。 

 

アンケート結果

・ヒートポンプ式
給湯器

・潜熱回収型給
湯器

凡例

設　　問

１．太陽光発電

２．太陽熱利用

７．その他

４．ガスコージェネレーションシ
ステム

５．燃料電池コージェネレー
ションシステム

６．ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車

３．高効率
給湯器

99%

8%

81%

2%

5%

0%

14%

1%

0%

1%

4%

0%

1%

3%

23%

3%

0%

5%

4%

5%

4%

13%

42%

14%

0%

86%

11%

93%

90%

83%

22%

83%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

導入している 導入を検討している

導入したいが課題点あり 導入する予定はない
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問 2-1 で「導入している」、「導入を検討している」と回答した項目についてお聞きします。新

エネルギー導入を検討する際に重視したこと（重視すること）は何ですか。次の中からあ

てはまるもの全てに○をつけてください。 

 

新エネルギーを既に導入している新エネサポーターが導入を検討する際に重視したこと

（今後導入を検討している新エネサポーターが重視すること）としては、「採算性」、「価格」、

「補助金」といった便益の向上に関する回答が多い傾向となった。一方で、「地球温暖化防

止への貢献」との回答も同程度に多く、地球環境への高い関心が伺える結果となった。 

 

アンケート結果

７．地球温暖化防止への貢献

８．アフターサービス

９．デザイン性

３．余剰電力の買取価格

４．発電効率や熱効率などの
性能

５．補助金

６．税制優遇

項目

１．価格

２．採算性

１０．その他

271

287

242

159

236

92

267

96

22

24

0 100 200 300 400 500
単位：人
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問2-3 問 2-1 で「導入したいが課題点あり」、「導入する予定はない」と回答した項目について

お聞きします。導入にあたっての課題点は何ですか。次の中からあてはまるもの全てに○

をつけてください 

 

新エネルギー導入にあたっての課題点としては、「価格が高い」といった費用面の課題、

「買い替え時期でない」といった現有の機器で十分であるといった回答が多く挙げられた。

本アンケートの新エネサポーターにおいては、ほぼ全員が太陽光発電を既に導入している

ことから、まだ導入していないコージェネレーションシステム、クリーンエネルギー自動

車の導入を念頭に、「費用面」「買替時期」といった回答が多かったと考えられる。 

アンケート結果

①集合住宅である

②家屋が古い

③屋根の向きなど
日照条件が悪い

④設置スペースが
ない

⑤その他

項目

１．価格が高い

１４．維持管理費用の不安

９．関心がない

１０．余剰電力の買取価格が安
い

１１．発電効率や熱効率などの
性能が低い

１２．導入できる環境にない

１３．雨漏りなどの施工時の不
安

８．買い替え時期でない

２．採算がとれない

１５．その他

７．現在使用している機器に満
足している

３．補助金や税制優遇がない、
または少ない

４．導入方法をはじめ、新エネル
ギー機器に関する情報が不足して
いる

５．地球温暖化防止への効果
が疑問

６．デザイン性が低い

176

65

68

74

12

8

94

106

30

30

25

17

0

0

3

11

3

5

27

20

0 50 100 150 200
単位：人
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問2-4 問 2-1 で「導入している」と回答した方にお聞きします。新エネルギーを導入して満足

していますか。導入した新エネルギーの全てについて、あてはまるもの１つに○をつけて

ください。 

 

新エネルギーを導入の満足度については、ほぼ全ての機器で「満足」「やや満足」の合計

が 9 割に達し、高い満足度が得られている結果となった。導入結果としての高い満足度を、

県民に広く周知していく必要がある。 

 

アンケート結果

・ヒートポンプ式
給湯器

・潜熱回収型給
湯器

凡例

４．ガスコージェネレーションシ
ステム

５．燃料電池コージェネレー
ションシステム

６．ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ自動車

７．その他

１．太陽光発電

２．太陽熱利用

３．高効率
給湯器

設　　問

63%

69%

66%

67%

62%

0%

57%

60%

31%

29%

30%

0%

31%

0%

41%

20%

6%

0%

3%

33%

8%

100%

0%

20%

0%

3%

1%

0%

0%

0%

2%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

満足 やや満足 やや不満足 不満足
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問2-5 新エネルギーの導入を進めるために、光熱費へ上乗せして費用を負担していただくとす

ると、月あたりどの程度までなら負担が増えても構わないと思いますか。次の中からあて

はまるもの１つに○をつけてください。 

 

新エネルギーの導入のための光熱費費用負担については、「負担が増えても構わない」と

した回答者が約 7 割を占めた。このうち、受容できる負担額の内訳を見ると、「月あたり

100 円まで」が最も多いものの、月あたり 50 円から 1,000 円までばらつきが見られた。 

 

１．負担したくない

29%

２．月あたり５０円（年間

６００円）までなら

9%

３．月あたり１００円（年

間１，２００円）までなら

23%

４．月あたり２００円（年

間２，４００円）までなら

7%

５．月あたり３００円（年

間３，６００円）までなら

4%

６．月あたり５００円（年

間６，０００円）までなら

13%

７．月あたり１，０００円

（年間１２，０００円）まで

なら

9%

８．その他

2% 無効

4%
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問3-1 今後、さらに新エネルギーの導入を進めるために、県に対して期待する取組は、何です

か。次の中から、重要と思うもの全てに○をつけてください。 

 

県に期待する取組としては、「家庭向け新エネルギー導入の補助」が最も多く、経済的な

支援を求める声が大きかった。次いで、現在話題となっている電気自動車について、「充電

スタンドなど社会基盤の整備」が期待されているほか、「公共施設への新エネルギーの率先

導入」や「環境教育・学習の充実」と、新エネルギー導入上の課題であるコスト面の解決

や社会基盤整備、先行的な導入による普及啓発などが求められている。 

アンケート結果

１３．その他

１１．新エネルギーに関する民
間企業・大学などとの共同研
究、技術開発への支援

１２．新エネルギー産業の振興
への支援

項目

１．広報紙、パンフレット、ホー
ムページなどによる普及啓発
の充実

５．家庭向け新エネルギー導入
の補助

６．事業者向け新エネルギー導
入の補助

７．電気自動車用の充電スタン
ドなど、社会基盤の整備

８．県民参加（出資）による新エ
ネルギー導入の仕組みづくり

９．相談窓口の整備や専門家
養成などの人材育成、組織づく
り

２．新エネルギーに関する説明
会などの実施

３．環境教育・学習の充実（特
に次世代を担う子どもに対し
て）

４．公共施設への新エネルギー
の率先導入

１０．新エネルギー導入促進の
ために活動している団体・法人
への評価（表彰）制度

144

88

173

218

337

109

225

44

38

29

91

81

21

0 100 200 300 400 500
単位：人
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問3-2 新エネサポーターについて、お聞きします。 

地域における普及啓発活動として、新エネルギーを導入した体験談（よかったこと、よ

くなかったことなど）を地域や近所の人にお伝えされたことがありますか。次の中から

あてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

新エネルギー導入の体験談等について、周囲の人に伝えたことが「ある」とした回答者

は約 7 割を占めた。 

 

無効

1%
２．ない

28%

１．ある

71%

 

 

 

問3-3 県のホームページにある「我が家の新エネ自慢」に投稿されたことがありますか。次の

中からあてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

「我が家の新エネ自慢」への投稿は「ない」とした回答者が約 9 割を占めた。投稿の推

奨や、投稿に係るインセンティブの付与が必要である。 

 

無効

1%
１．ある

8%

２．ない

91%
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問3-4 今後、新エネサポーターとして可能と思われる活動内容についてお聞きします。次の中

からあてはまるもの全てに○をつけてください。 

 

新エネサポーターの活動として、「実体験に基づく地域での普及啓発」を可能とする回答

が多く、サポーターからの積極的な情報発信が期待される結果となった。加えて、新エネ

ルギーによる発電の「自己消費分を環境価値として活用する制度への協力」を可能とする

回答も多く、サポーターが協力しやすく、かつ実効的な仕組みづくりが求められる。 

アンケート結果
項目

１．実体験に基づく地域での普
及啓発

２．「我が家の新エネ自慢」へ
の投稿

３．新エネルギーに関する地域
情報やニーズを行政に伝達

６．その他

４．地域の新エネルギー導入に
取り組むリーダー的な役割

５．太陽光発電などの自己消
費分を環境価値として活用す
る制度への協力

162

93

56

26

148

32

0 50 100 150 200
単位：人

 
 

問3-5 新エネサポーターの活動への支援として、県に期待することはありますか。次の中から

あてはまるもの全てに○をつけてください。 

 

県への期待としては、「維持管理やリサイクルなどアフターケアに関する情報提供」の回

答が最も多く、新エネルギー導入時だけでなく、導入後のフォローアップを求める声が大

きかった。 

アンケート結果
項目

１．メールマガジンの充実

８．その他

６．太陽光発電設備の維持管
理や使用済みリサイクルなどア
フターケアに関する情報提供
７．新エネルギーによるＣＯ２削
減やカーボンオフセットなどに
関する情報提供

２．「我が家の新エネ自慢」など
県ホームページの充実

３．新エネサポーターを対象と
した講習会などの開催

４．新エネサポーターを中心と
した地域での組織又はネット
ワーク・交流の場づくり

５．新エネルギー導入の補助金
に関する情報提供

50

54

64

56

215

230

79

18

0 50 100 150 200 250
単位：人
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問4-1 あなたのご家庭の電気代（月平均）は、およそいくらですか。次の中からあてはまるも

の１つに○をつけてください。 

 

「7,000 円以上～9,000 円未満/月」とした回答者は 23％である。13,000 円以上電気代が

かかる家庭はそれぞれ 10％以下と少ない。 

１．5,000 円未満/月

11%

４．9,000 円以上～

11,000 円未満/月

17%

５．11,000 円以上～

13,000 円未満/月

12%

６．13,000 円以上～

15,000 円未満/月

7%

２．5,000 円以上～

7,000 円未満/月

16%

３．7,000 円以上～

9,000 円未満/月

23%

１０．21,000 円以上/月

2%

無効

2%

９．19,000 円以上～

21,000 円未満/月

2%８．17,000 円以上～

19,000 円未満/月

3%

７．15,000 円以上～

17,000 円未満/月

5%

 
 

問4-2 あなたのご家庭で使用しているガスの種類は何ですか。次の中からあてはまるもの１つ

に○をつけてください。 

 

ガスについては、「使用していない」の回答者が最も多かった。これは、太陽光発電導入

に伴う「オール電化」によるものと考えられる。 

20

61

6

346

21

0
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150

200
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１

．
都
市
ガ

ス

２

．
プ
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て
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あなたのご家庭のガス代（月平均）は、およそいくらですか。次の中からあてはまるも

の１つに○をつけてください。 

 

「3,000円以上～5,000円未満/月」とした回答者は 34%である。「3,000円未満/月」、「5,000

円以上～7,000 円未満/月」とした回答者はともに 22%となった。 

４．7,000 円以上～

9,000 円未満/月

11%

２．3,000 円以上～

5,000 円未満/月

34%

３．5,000 円以上～

7,000 円未満/月

22%

５．9,000 円以上～
11,000 円未満/月

11%

１．3,000 円未満/月

22%

 
 

問4-3 あなたのご家庭の灯油代（月平均）は、およそいくらですか。次の中からあてはまるも

の１つに○をつけてください。 

 

【給湯用】 

「使用していない」とした回答者が 95％を占めている。 

３．5,000 円以上～

7,000 円未満/月

1%

２．3,000 円以上～

5,000 円未満/月

1%
１．3,000 円未満/月

3%

１１．使用していない

95%
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【暖房用】 

「使用していない」回答者は 49%と約半数を占める。 

４．7,000 円以上

～9,000 円未満/

月

3%

５．9,000 円以上

～11,000 円未満/

月

3%

３．5,000 円以上

～7,000 円未満/

月

6%

２．3,000 円以上

～5,000 円未満/

月

13%

１．3,000 円未満/

月

26%

１１．使用していな

い

49%

 

 

各家庭でのエネルギー消費量を熱量換算すると、年間 40,000～60,000MJ の世帯が最も

多かった。また、エネルギー種別の割合を見ると、電気が 81%、次いで暖房用の灯油が 14%

を占める結果となった。 

8
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（MJ/年）

灯油暖房

9,216

14%LPG

1,339

2%

灯油給湯

1,067

2%

都市ガス

906

1% 電気

51,632

81%
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問4-4 あなたのご家庭で使用している自動車について、次の中からあてはまるもの全てに○を

つけ、台数をご記入ください。（業務用は除き、家庭で日常的に使われる自家用車に限りま

す。） 

 

「ガソリン車」が 87％を占めている。「ハイブリッド車」と回答したのは 9％である。「天

然ガス自動車」、「電気自動車」、「所有していない」回答者は 0％である。 

 

３．ディーゼル車

3%

４．電気自動車

0%

５．天然ガス自動

車

0%
６．所有していな

い

1%

２．ハイブリッド車

9%

１．ガソリン車

87%  

 

 

問4-5 太陽光発電などの発電設備を設置されている方にお聞きします。あなたのご家庭の発電、

売電（月平均）はどのくらいですか。およその発電量、売電量をご記入ください。 

 

売電量の平均は 2,971kWh/年となった。売電量の分布を見ると、年間 2,000～4,000kWh

の世帯が最も多かった。 

また、「買電量－売電量」の分布を見ると、年間 2,000～4,000kWh の世帯が最も多かっ

た。なお、「買電量－売電量」がマイナスとなっているのは、売電量が買電量を上回ってい

ることを示す。 

売電量
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買電量－売電量

1 2
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問4-6 新エネルギーを導入して、あなたのご家庭の光熱費（月平均）に変化がありましたか。

次の中から、それぞれあてはまるもの１つに○をつけてください。また、「１．高くなった」、

「２．安くなった」場合は、およその金額（または割合）をご記入ください。 

 

電気代が「安くなった」との回答は 78％を占めている。ガス代と灯油代も「安くなった」

とした回答者はそれぞれ 32%と 22％である。一方、ガソリン・軽油は「変わらない」とし

た回答者が 49％に上った。 

 

アンケート結果

ガソリン・軽油（月平均）

凡例

設　　問

電気代（月平均）

ガス代（月平均）

灯油代（月平均）

5%

2%

1%

2%

78%

32%

22%

7%

12%

12%

30%

49%

5%

54%

48%

42%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１．高くなった ２．安くなった ３．変わらない 無効
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問5-1 あなた自身や世帯についてお聞きします。①～⑥について、あてはまるもの１つに○を

つけてください。 

① 性別 

男性が 83％を占め、女性は 15％であった。 

無効

2%

１．男性

83%

２．女性

15%

 
 

② 年齢 

「30 代」から「60 代」が 20～25％である。「20 代」、「70 代」、「80 代」は 5％以下であ

る。 

２．30 代

23%

３．40 代

25%
４．50 代

21%

５．60 代

22%

７．80 代以上

1%

６．70 代

4%

１．20 代

2%

無効

2%

 
 

世帯の人数（あなたを含めた世帯全員の人数） 

「4 人」の世帯が約 30％を占める。「2 人」、「3 人」、「5 人」の世帯は 10～25％。6 人以

上は 10％以下と少ない。 

２．2 人

16%

３．3 人

23%

５．5 人

14%

４．4 人

31%

７．7 人

2%

６．6 人

8%

８．8 人以上

2%
１．1 人

3%

無効

1%
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④ お住まいの住宅の種類 

「持家一戸建て」が 98％である。 

また、「持家一戸建て」で住んでいる期間が「10 年未満」の回答者が最も多かった。 

５．社宅・寮

0%

４．借家集合住宅
0%

無効

3%６．その他

0%

３．持家集合住宅
0%

２．借家一戸建て
0%

１．持家一戸建て
97%

築年数

区分 回答数
10年未満 248
10年以上20年未満 94
20年以上30年未満 29
30年以上40年未満 27
40年以上50年未満 14
50年以上60年未満 5
60年以上70年未満 1
70年以上 8

 
 

⑤ 職業 

「給与所得者」が 70％近くを占めている。「無職」は約 15％で「自営業」、「家事専業者」

は 10％以下、「学生」は 0％であった。 

２．自営業

7%

３．家事専業者

3%

無効

3%５．学生

0%

６．その他

5%

４．無職

14%

１．給与所得者

68%

 
 

⑥ お住まいの市町 

「津市」が 100 人以上と他市町より回答が多い。「南伊勢町」、「御浜町」からの回答はな

かった。 
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5. 市町アンケート結果 
 

問１ 貴市町において、新エネルギー等の導入促進を掲げている計画等はありますか。次の中

からあてはまるもの全てに○をつけてください。 

 

新エネルギー等の導入促進は、「環境基本計画」、「地球温暖化対策に関する計画」、「新エネルギ

ービジョン」といった環境や地球温暖化等の個別計画でも掲げられているとともに、「市町の総合

計画」においても多く掲げられている。 
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図 1 新エネルギー等の導入促進を掲げている計画等 

 

 
問２ 貴市町における公共施設への太陽光発電の導入実績（別紙１）について、ご確認のうえ

加筆修正をお願いします。 

 

太陽光発電の導入実績を施設別にみると、全ての施設において、1 件あたりの平均導入量は

10kW 以上となった。なお、幼稚園・保育園を除く施設においては、20kW 程度となっている。 

また、市町村別の導入量では、伊勢市の 307.5kW をはじめとして、伊賀市の 236.2kW、玉城

町の 200.0kW、津市の 180.3kW、鳥羽市の 171.7kW が導入量上位 5 市町となっている。この上

位 5 市町で、県内市町における公共施設への導入量の 50%以上を占めている。 

 

表 1 公共施設別の太陽光発電導入実績 

主な庁舎 小学校 中学校 幼稚園・保育園 その他主な施設 

導入済 
施設数 

導入量 
(kW) 

導入済 
施設数 

導入量 
(kW) 

導入済 
施設数 

導入量 
(kW) 

導入済
施設数

導入量 
(kW) 

導入済
施設数

導入量 
(kW) 

8 150.8 40 758.5 17 320.0 13 175.5 32 556.4
18.9kW/件 19.0kW/件 18.8kW/件 13.5kW/件 17.4kW/件
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表 2 市町別の太陽光発電導入状況 

市町名 全数 導入済施設数 導入量(ｋW) 

津市 152 13 180.3 

四日市市 86 6 60.0 

伊勢市 51 17 307.5 

松阪市 227 4 70.0 

桑名市 61 11 112.0 

鈴鹿市 63 3 50.0 

名張市 24 4 40.0 

尾鷲市 18 0 0.0 

亀山市 19 3 51.0 

鳥羽市 18 8 171.7 

熊野市 33 1 20.0 

いなべ市 21 2 22.0 

志摩市 40 5 60.5 

伊賀市 39 9 236.2 

木曾岬町 4 1 20.0 

東員町 14 2 20.0 

菰野町 30 1 10.0 

朝日町 3 0 0.0 

川越町 4 3 90.0 

多気町 13 5 90.0 

明和町 12 0 0.0 

大台町 7 0 0.0 

玉城町 5 5 200.0 

度会町 2 0 0.0 

大紀町 14 1 20.0 

南伊勢町 9 3 70.0 

紀北町 20 2 40.0 

御浜町 12 1 20.0 

紀宝町 10 0 0.0 

三重県計 1,011 110 1,961.2 
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問３ 貴市町において、新エネルギー導入に関する具体的な構想や予定・見込みがあればご記

入ください。（公共施設への導入だけでなく、市町域内での民間事業者による導入も含み

ます。） 

 

第三セクターによる風力発電の計画や、学校等の公共施設への太陽光発電の導入計画、小水力

発電の導入に向けた検討など、県内各市町でさまざまな新エネルギーの導入が予定されている。 

 

 
問４ 貴市町では、平成２３年度に新エネルギー導入支援に関する施策（補助金等）を新設あ

るいは拡大する予定がありますか。（別紙２をご参照ください。） 

 

平成 22 年度の新エネルギー導入に関する補助内容は下表のとおりで、一部の市町で拡大等の検

討がなされている。 

表 3 （別紙 2）各市町の補助内容

事業者用

太陽光発
電

小型風力
発電

CO2冷媒ﾋｰ
ﾄﾎﾟﾝﾌﾟ給
湯器

家庭用ｶﾞｽ
ｴﾝｼﾞﾝ給湯
器

燃料電池
ｸﾘｰﾝｴﾈﾙ
ｷﾞｰ自動車

太陽光発
電

津市 6万円 6万円 ― ― ― ― ―

四日市市 5万円 ― ― ― 5万円 ―

対象経費の３分
の１以内（上限１,
０００万円）[条件
によって補助率

が異なる。]

伊勢市 6万円 ― ― ― ― ― ―
松阪市 4万円 ― ― ― ― ― ―
桑名市 6万円 6万円 ― 5万円 ― ― ―
鈴鹿市 2万円 ― ― 2万円 ― 2万円 ―
名張市 ― ― ― ― ― ― ―
尾鷲市 ― ― ― ― ― ― ―

亀山市
3万円/kW（上
限10万円）

― ― ― ― ― 50万円

鳥羽市 6万円 ― ― ― ― ― ―
熊野市 ― ― ― ― ― ― ―

いなべ市 ― ― ― ― ― ― ―
志摩市 ― ― ― ― ― ― ―
伊賀市 ― ― ― ― ― ― ―

木曽岬町 ― ― ― ― ― ― ―
東員町 ― ― ― ― ― ― ―
菰野町 5万円 ― ― ― ― ― ―
朝日町 ― ― ― ― ― ― ―

川越町 18万円 ―

2万円
（太陽光発電
と同時に設置

の場合）

3万円
（太陽光発電
と同時に設置

の場合）

―

車両本体等
価格の５％
（上限10万
円）

―

多気町

7万円/kW
（シャープ製
品は10万円
/kW）（ともに
上限４kW）

6万円 2万円 5万円 ― ― ―

明和町 5万円 ― ― ― ― ― ―
大台町 ― ― ― ― ― ― ―
玉城町 6万円 ― ― ― ― ― ―

南伊勢町 ― ― ― ― ― ― ―

度会町 6万円 6万円

2万円
（太陽光発電
と同時に設置

の場合）

― ― ― ―

大紀町 ― ― ― ― ― ― ―
紀北町 ― ― ― ― ― ― ―
御浜町 ― ― ― ― ― ― ―
紀宝町 ― ― ― ― ― ― ―

家　庭　用

補　　　助　　　内　　　容

市町名
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問５ 新エネルギー施策の検討や導入に関して課題・問題点はありますか。計画が実現に至ら

なかった場合も含めて、次の中からあてはまるもの全てに○をつけてください。 

 

各市町が実施する新エネルギー施策の検討や導入に関する課題・問題点は、「予算の確保」が

26 市町と最も多く、ほぼ全ての市町で挙げられているとともに、「投資の効果」も挙げられてお

り、財政的な課題を抱える市町が多いことが伺える。 

また、「詳細に検討するスタッフの不足」、「施策を担う組織がない」、「関連計画や庁内関係部署

との調整」といった人的、組織的な課題も比較的多く挙げられている。 
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図 2 新エネルギー施策の検討や導入に関する課題・問題点 
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問６ 今後、さらに新エネルギーの導入を進めるために、県に対して特に期待する施策は何で

すか。次の中から、重要と思うもの全てに○をつけてください。 

 

今後、各市町が新エネルギー導入に関して県に期待する施策は、「家庭向け新エネルギー導入の

補助」が 24 市町と最も多く、次いで「市町向け新エネルギー導入の補助」、「事業者向け新エネル

ギー導入の補助」が多くなっており、多くの市町が補助金をはじめとした財政支援を期待してい

る傾向が伺える。 

また、「環境教育・学習の充実」や「相談窓口の整備や専門家養成、組織づくり」も比較的多く

挙げられており、人材育成・組織づくりなども期待されていることが伺える。 
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図 3 県に対して期待する施策 
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問７ 貴市町内の民間事業者の新エネルギー（特に、バイオマス発電・熱利用、ＢＤＦを含む

バイオマス燃料製造、温度差熱利用など）の導入実績や計画に関する情報は、把握して

いますか。次の中からあてはまるもの１つに○をつけてください。 

 

各市町内の民間事業者による新エネルギー導入実績や計画を把握している市町は、20%程度で

ある。 
 

把握している
3%

一部把握している
21%

把握していない
76%

把握している 一部把握している 把握していない
 

図 4 民間事業者による新エネルギー導入実績や計画の把握状況 

 

 

問８ 問７で「１．把握している」、「２．一部把握している」と回答した方は、民間事業者の

新エネルギー導入情報を、どのようにして把握されていますか。次の中からあてはまる

もの１つに○をつけてください。 

 

各市町内の民間事業者による新エネルギー導入実績や計画の把握方法は、ヒアリングあるいは

他者からの情報提供等により把握されている。 

 

表 4 民間事業者による新エネルギー導入実績や計画把握方法 

把握している 一部把握している

アンケート

ヒアリング 1 2

その他 4
 

 



市町アンケート 

            市町アンケート － 7

問９ 新エネルギーの導入にあたって、市町と県、市町間、住民・事業者などが「連携」する

取組について、ご提案があればご記入下さい。 

 

 

【提案】 

 平成 21 年度、22 年度に関して、国の補助金が復活したこともあり、太陽光を設置しよ

うとする方が増えた。市単独の補助では、太陽光を設置しようとする方全てに対して補

助金の交付が出来ない状況となっている。国、県、市町が同様に共同歩調をとり、補助

をすべき。 

 住民・事業者の新エネルギーに対する関心はアンケートなどでも高いので、地球温暖化

対策の中での新エネルギーの位置付けをしっかりしていただき具体的な施策（財政的措

置、啓発事業）を展開してもらいたい。また、新エネルギーについても三重県地球温暖

化防止活動推進センターなどと連携して施策の展開や啓発運動に取り組めないだろう

か。 

 産業支援センターの支援要件の緩和と補助額の増額。補助制度の新設。 

 三重県家庭用新エネルギー普及支援事業の復活を要望する。 
 

 

【その他の意見等】 

 新エネルギーについては、地元のエネルギー供給会社である中部電力や東邦ガスなどと

定期的な情報交換や導入の取り組みができないか。市町レベルでは、技術・情報も少な

く、現状のエネルギー問題の喫緊度もそれほど感じられていないのではないか。 

 森林資源が多い中で、平成２１年度間伐材（木質バイオマスエネルギー）の活用を図っ

た木質ペレットの事業化調査を実施したが、林内路網整備や木材の搬出等、事業化には

大変状況は厳しく多くの課題があり、計画の推進には至らなかった。 

 


